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(57)【要約】
【課題】　対話型イベントタイムラインのシステム及び
方法を提供すること。
【解決手段】　複数のイベント及び／又は信号指標が、
心臓手術などの医療処置中に捕捉される。心臓手術に関
連するイベントデータは、タグ、ユーザにより生成され
た点、アブレーションイベント、ペーシングイベント、
及びその他同様のイベントを含み得る。捕捉されたイベ
ントから対話型イベントタイムラインが生成され、視覚
表示装置に表示される。この対話型イベントタイムライ
ンは、イベントの垂直リストと、選択されたイベントビ
ューアとに関連付けられる。３つのすべてのビューを同
時に表示してもよい。対話型イベントタイムラインによ
り、医師又はユーザ（「ユーザ」と総称）が、捕捉され
たイベント間の時間的関係を見ることが可能になる。ユ
ーザは、例えば、同時イベント、持続期間の長いイベン
ト対短いイベント、連続イベント、及び特定のイベント
タイプを見ることができる。
【選択図】　図１



(2) JP 2019-93144 A 2019.6.20

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対話型イベントタイムライン処理のためのシステムであって、
　少なくとも複数のセンサ及び電極を含むカテーテルであって、該カテーテルは、医療処
置中に信号情報を捕捉するように構成されている、カテーテルと、
　該医療処置中にイベントデータを捕捉し、かつ該捕捉された信号情報を受信するように
構成された、イベントビューア装置であって、
　該イベントビューア装置は、該捕捉されたイベントデータから、少なくとも対話型イベ
ントタイムラインを生成するよう構成され、該対話型イベントタイムラインは、該捕捉さ
れたイベントデータ間の時間的関係を提供する、イベントビューア装置と、
　該イベントビューア装置に接続されたディスプレイであって、該ディスプレイは、少な
くとも該対話型イベントタイムラインを表示するように構成されている、ディスプレイと
、
　該ディスプレイに接続されたユーザインタフェースであって、該ユーザインタフェース
は、該対話型イベントタイムラインにおいて、関心時間又はイベントのうち少なくとも１
つを選択するよう構成され、これによって、該対話型イベントタイムライン上においての
、及び該選択された関心時間又はイベントに関連する該信号情報との前後関係においての
、発生に関連する特定のイベントを強調表示させる、ユーザインタフェースであって、
　該ユーザインタフェースは、該選択された関心時間又はイベントに注釈を付けるよう構
成されている、ユーザインタフェースと、
　を含む、システム。
【請求項２】
　前記ディスプレイが更に、イベントリスト及びイベントビューを表示するよう構成され
、該対話型イベントタイムライン、該イベントリスト、及び該イベントビューアは、前記
選択された関心時間又はイベントと、該選択された関心時間又はイベントに関連する前記
信号情報とを、ほぼ同時に描画する、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記対話型イベントタイムラインが、少なくとも同時イベント、長い持続時間のイベン
ト、短い持続時間のイベント、連続イベント、及び特定のイベントタイプを描画する、請
求項２に記載のシステム。
【請求項４】
　前記関心時間が時間間隔である、請求項１に記載のシステム。
【請求項５】
　選択された時間間隔が、該選択された時間間隔において発生したすべてのイベントを捕
捉して表示する、請求項１に記載のシステム。
【請求項６】
　前記イベントビューア上に表示された前記信号情報からある信号を選択すると、前記対
話型イベントタイムライン上に時間的指標が描画される、請求項１に記載のシステム。
【請求項７】
　前記対話型イベントタイムラインの時間分解能を変更することによって、前記医療処置
に対する異なる時間範囲が提供される、請求項１に記載のシステム。
【請求項８】
　前記対話型イベントタイムラインの時間分解能を変更することによって、前記選択され
た関心時間又はイベントに対する異なる時間範囲が提供される、請求項１に記載のシステ
ム。
【請求項９】
　対話型イベントタイムライン処理のためのシステムであって、
　医療処置中に信号情報を捕捉するよう構成されたカテーテルと、
　該医療処置中にイベントデータを捕捉し、かつ該捕捉された信号情報を受信するように
構成された、イベントビューア装置であって、
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　該イベントビューア装置は、該捕捉されたイベントデータから、少なくとも対話型イベ
ントタイムラインを生成するよう構成され、該対話型イベントタイムラインは、該捕捉さ
れたイベントデータ間の時間的関係を提供する、イベントビューア装置と、
　該対話型イベントタイムラインを受信し表示するよう構成された、対話型イベントタイ
ムラインビューアと、
　該対話型イベントタイムラインビューアに接続されたユーザインタフェースであって、
該ユーザインタフェースは、該対話型イベントタイムラインにおいて、関心時間又はイベ
ントのうち少なくとも１つを選択するよう構成され、これによって、該対話型イベントタ
イムライン上においての、及び該選択された関心時間又はイベントに関連する該信号情報
との前後関係においての、発生に関連する特定のイベントを強調表示させる、ユーザイン
タフェースと、
　イベントのリストを受信し表示するよう構成された、イベントリストビューアと、
　該選択された関心時間又はイベントに関連する該信号情報を表示するよう構成されたイ
ベントビューアと、
　を含み、該対話型イベントタイムラインビューア、該イベントリストビューア、及び該
イベントビューアのそれぞれが、互いに関連付けられており、
　該ユーザインタフェースは、該選択された関心時間又はイベントに注釈を付けるよう構
成されている、システム。
【請求項１０】
　前記対話型イベントタイムラインが、少なくとも同時イベント、長い持続時間のイベン
ト、短い持続時間のイベント、連続イベント、及び特定のイベントタイプを描画する、請
求項９に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記対話型イベントタイムラインの時間分解能を変更することによって、少なくとも１
つの前記医療処置に対する、又は前記選択された関心時間又はイベントに対する、異なる
時間範囲が提供される、請求項９に記載のシステム。
【請求項１２】
　対話型イベントタイムライン処理のための方法であって、
　医療処置中に、イベントデータ及び信号情報を捕捉することと、
　該捕捉されたイベントデータから、少なくとも対話型イベントタイムラインを生成する
ことであって、該対話型イベントタイムラインは、該捕捉されたイベントデータ間の時間
的関係を提供し、該対話型イベントタイムラインは、イベントリスト及びイベントビュー
に関連付けられている、ことと、
　該対話型イベントタイムラインにおいて、関心時間又はイベントのうち少なくとも１つ
を選択することであって、これによって、該対話型イベントタイムライン上においての、
及び該選択された関心時間又はイベントに関連する該信号情報との前後関係においての、
発生に関連する特定のイベントを強調表示させる、ことと、
　該選択された関心時間又はイベントに注釈を付けることと、
　を含む、方法。
【請求項１３】
　前記対話型イベントタイムライン、前記イベントリスト、及び前記イベントビューが、
前記選択された関心時間又はイベントと、該選択された関心時間又はイベントに関連する
前記信号情報とを、ほぼ同時に描画する、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記対話型イベントタイムラインが、少なくとも同時イベント、長い持続時間のイベン
ト、短い持続時間のイベント、連続イベント、及び特定のイベントタイプを描画する、請
求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記関心時間が時間間隔である、請求項１２に記載の方法。
【請求項１６】
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　選択された時間間隔が、該選択された時間間隔において発生したすべてのイベントを捕
捉して表示する、請求項１２に記載の方法。
【請求項１７】
　前記イベントビューア上に表示された前記信号情報からある信号を選択すると、前記対
話型イベントタイムライン上に時間的指標を提供することを更に含む、請求項１２に記載
の方法。
【請求項１８】
　前記対話型イベントタイムラインの時間分解能を変更することによって、前記医療処置
に対する異なる時間範囲を提供することを更に含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１９】
　前記対話型イベントタイムラインの時間分解能を変更することによって、前記選択され
た関心時間又はイベントに対する異なる時間範囲を提供することを更に含む、請求項１２
に記載の方法。
【請求項２０】
　前記捕捉されたデータが、少なくともタグ、ユーザにより生成された点、ペーシングイ
ベント、及びアブレーションイベントを含む、請求項１２に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【開示の内容】
【０００１】
　対話型イベントタイムラインのシステム及び方法が開示される。複数のイベント及び信
号指標が、心臓手術などの医療処置中に捕捉される。心臓手術に関連するイベントデータ
は、タグ、ユーザにより生成された点、アブレーションイベント、ペーシングイベント、
及びその他同様のイベントを含み得る。捕捉されたイベントから対話型イベントタイムラ
インが生成され、視覚表示装置に表示される。一実施形態において、この対話型イベント
タイムラインは、水平イベントタイムラインである。この対話型イベントタイムラインは
、イベントの垂直リストと、選択されたイベントビューアとに関連付けられる。３つのす
べてのビューを同時に表示してもよい。対話型イベントタイムラインにより、医師又はユ
ーザ（「ユーザ」と総称）が、捕捉されたイベント間の時間的関係を見ることが可能にな
る。ユーザは例えば、同時イベント、持続期間の長いイベント対短いイベント、連続イベ
ント、及び特定のイベントタイプを見ることができる。イベントの選択により、その時点
で取得された信号指標をユーザが見ることができる。
【０００２】
　対話型イベントタイムラインによってユーザは、医療処置の特定の部分からのイベント
を確認することが可能になる。医師は、処置の中で発生する様々なタイプのイベントの間
を容易にナビゲートし、分析し、それらにマークを付けて、それらを遡及的に画定するこ
とができる。これにより医師は、処置中に関心点に容易に到達してこれを画定し、信号指
標に関して、特定のイベントの直前直後にどのような事態が発生しているのかといった、
状況の即座の前後関係を理解することができる。すなわち、対話型タイムラインは、信号
指標の分析に応じて機能する。例えば、対話型イベントタイムラインによって、医師は、
時間及び心電図の前後関係における臨床的イベントを強調表示させることができ、更に、
重要な関心点へ迅速にナビゲートし、理解し、マークを付け、遡及的にこれを画定するこ
とが可能になり、これによって精度を高め、患者の転帰を向上させることができる。対話
型イベントタイムラインは、ズームイン及びズームアウトして、様々な時間範囲の分解能
を実現することができ、更にこれによって医師が、処置イベントの高いレベルの視点を得
ることと、細かく掘り下げて関心点を分析することの両方を行うことが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【０００３】
　本特許又は出願書類は、カラーで作製された図面として少なくとも１枚のカラー図面又
は写真を含む。カラー図面を備える、本特許又は特許出願公開の複製は、要請があれば、
必要な手数料を支払うことにより、特許庁によって提供されるであろう。
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【図１】特定の実施形態による、例示的な心臓マッピング及びアブレーションシステムの
概略図である。
【図２】特定の実施形態による、図１の例示的な心臓マッピング及びアブレーションシス
テムに含まれ得る、例示のカテーテルの概略図である。
【図３】特定の実施形態による、イベントビューアの概略図である。
【図４】特定の実施形態による、例示的なイベントビューアである。
【図５】特定の実施形態による、別の例示的なイベントビューアである。
【図６】特定の実施形態による、対話型イベントタイムラインを用いるためのフローチャ
ートである。
【発明を実施するための形態】
【０００４】
　心臓アブレーションは、心リズム欠陥の一因となる心臓内の組織を破壊する損傷部位を
作ることによって、不整脈として知られる心臓リズムの欠陥を補正するために使用され得
る、電気生理学者によって実施される医療処置である。心臓アブレーションを使用して治
療され得る例示的不整脈には、心臓の心房で生じる異常な心臓リズムである、心房細動（
ＡＦ）がある。
【０００５】
　心臓アブレーションは、鼠径部の小さい切開部及び血管を通して心臓に挿入され得る、
長い可撓性カテーテルを用い得るが、心臓アブレーションを使用して、エネルギー（例え
ば、高周波（ＲＦ）エネルギー又は超低温）を組織に印加して、心臓リズム障害の原因で
あり得る不完全な電気インパルスを遮断するための、小さい傷又は変性部を生成し得る。
リアルタイム３次元（３Ｄ）位置特定及びマッピングテクノロジーは、心臓内のカテーテ
ルの正確な位置及び向きを可視化し、電気生理学者が、カテーテルを可視化して慎重に誘
導し、適切な場所にＲＦエネルギーを適用することを可能にするための、高度なナビゲー
ションシステムとして機能するように用いられ得る。心臓アブレーションの目標は、不整
脈を取り除いて、患者の心臓を正常な心臓リズムに戻すこと、又は不整脈の頻度及び患者
の症状の重篤度を低減させることである。
【０００６】
　心臓アブレーション用のリアルタイム３Ｄ位置特定及びマッピングシステムの一例は、
Ｊｏｈｎｓｏｎ　＆　Ｊｏｈｎｓｏｎの子会社である、Ｂｉｏｓｅｎｓｅ　Ｗｅｂｓｔｅ
ｒ（登録商標），Ｉｎｃ．製のＣＡＲＴＯ（登録商標）３　Ｓｙｓｔｅｍである。ＣＡＲ
ＴＯ（登録商標）３　Ｓｙｓｔｅｍは、患者の心構造の３Ｄマップを作成し、心臓内のカ
テーテル（又はその他の対象物）の正確な場所及び向きを表示するために電磁テクノロジ
ーを使用している。ＣＡＲＴＯ（登録商標）３　Ｓｙｓｔｅｍは、心構造の、正確かつリ
アルタイムでの可視化を確保するために、患者及び心臓の動きを補償する。
【０００７】
　図１は、本明細書の開示による、対話型イベントタイムラインを備えた例示的心臓マッ
ピング及びアブレーションシステム１００の概略図である。心臓マッピング及びアブレー
ションシステム１００は、限定するものではないが、以下の構成要素のいずれかを含むこ
とができる：コンソールシステム１０１、心臓外センサ１１４、基準装置群１１５、エネ
ルギー源１１９、及び／又はカテーテル（複数可）１２０。コンソールシステム１０１は
、限定するものではないが、以下の構成要素のいずれかを含むことができる：処理装置（
複数可）１０２（プロセッサ（複数可））、ローカル記憶装置１０８、視覚表示装置１１
６、及び／又は操作者インタフェース（複数可）１１８。心臓マッピング及びアブレーシ
ョンシステム１００の特定の要素は、視覚化及び診断に使用される情報を収集するため、
及びアブレーション治療を実行するために、患者１０５の上で、中で、及び／又は患者に
近接して、直接使用され得る。この情報は、処理、視覚化、並びに操作者による制御及び
指示のために、コンソールシステム１０１に提供されることができ、その一部を以下で説
明する。
【０００８】
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　基準装置群１１５（例えば、位置特定パッドと呼び得る）は、患者１０５の下方に置か
れる、コンピュータ制御の（例えば、処理装置（複数可）１０２によって制御される）磁
石からなる環を含み得る。磁石は、周辺空間の磁場に対する原点基準点として使用され得
る、既知かつ固定の強度及び位置の値を有し得、心臓の正確な３Ｄ画像を作成するのに使
用される処理装置（複数可）１０２に基準情報を提供し得る。
【０００９】
　心臓外センサ（複数可）１１４は、例えば、患者１０５の皮膚上の電極であり得る。心
臓外センサ（複数可）１１４は、心臓の電気生理学的パターンに因る皮膚上の電気的変化
の検出を介して心臓の電気活動を検出し、不整脈の診断及び治療行動方針の決定に使用さ
れるよう、電気活動に関する情報を処理装置（複数可）１０２に提供することができる。
心臓外センサ（複数可）１１４によって検出された心臓外信号は、処理された形態で、例
えばグラフィカルユーザインタフェース（ＧＵＩ）の視覚表示装置２１６に表示すること
ができる。
【００１０】
　治療及び診断の目的で、患者１０５に対して１つ又は２つ以上の装置が使用され得る。
例示の心臓マッピング及びアブレーションシステム１００では、これらの目的のためにカ
テーテル（複数可）１２０が図示及び記載されている。しかしながら、他の装置を診断及
び／又は治療的処置に用いてもよい。
【００１１】
　１つ又は２つ以上のカテーテル１２０は、医師により、患者１０５の脈管系を通して患
者１０５の心臓に経皮的に挿入され得る。カテーテル（複数可）１２０は、診断用マッピ
ングのための情報を収集する及び／又は治療処置を施す（例えば、アブレーションを実施
する）目的で、位置センサ、電気センサ、圧力センサ、画像センサ、及び／又は温度セン
サなどの様々なセンサを装備していてもよい。異なる種類のカテーテル（複数可）１２０
を使用することができ、種類としては、限定するものではないが、以下の例示の種類が挙
げられる：固定カテーテル、偏向可能なカテーテル、双方向カテーテル、単方向カテーテ
ル、マッピングカテーテル、ハロー型の先端を有するカテーテル、バスケットカテーテル
、及び／又はラッソ型カテーテル。カテーテル１２０（複数可）が目的の場所（例えば、
経路に沿った１つ又は２つ以上の場所）で、例えばＲＦエネルギーを印加することによっ
て、アブレーションを実施するのに使用される場合、カテーテル（複数可）１２０は、処
理装置１０２（複数可）によって命令され得るように、エネルギー源１１９からＲＦエネ
ルギーを受信し得る。一例では、カテーテル（複数可）１２０は、エネルギー源１１９か
ら直接ＲＦエネルギーを要求し得る。
【００１２】
　図２に例示的なカテーテル１２０がより詳細に示されており、図には、カテーテル１２
０に含まれ得る要素のすべてではないがいくつかが示されている。カテーテル１２０は、
限定するものではないが、次の構成要素のうちの任意の１つ又は２つ以上を含むことがで
きる：電極（複数可）１２２、温度センサ（複数可）１２３、非接触型電極１２４、画像
センサ（複数可）１２５、位置決めセンサ（複数可）１２６、遠位先端部１２８、遠位端
１３０、ハンドル１３２、及び／又はケーブル１４０。図２のカテーテル１２０の概略図
は、カテーテル１２０の考えられ得る構成要素の高度な表現であり、カテーテル１２０内
の構成要素の位置及び構成は、図示とは異なるものであってもよい。
【００１３】
　カテーテル１２０の遠位端１３０は、心組織の電気特性を測定するのに使用され得る電
極（複数可）１２２を、遠位先端部１２８に含み得る。電極（複数可）１２２は、電気信
号を診断目的で心臓に伝送するためにも使用され得る。電極（複数可）１２２は、所望さ
れるアブレーションの位置で心組織に直接エネルギー（例えば、ＲＦエネルギー）を印加
することによって、欠陥のある心組織に対するアブレーションも実施し得る。
【００１４】
　カテーテル１２０の遠位端１３０は、遠位端１３０と接触する心組織の温度を測定し、
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かつ／又は遠位端１３０自体の温度を測定するための温度センサ（複数可）１２３を含ん
でもよい。例えば、温度測定用の熱電対又はサーミスタを、温度センサ（複数可）１２３
としての機能を果たすように、遠位端１３０に沿ったいずれかの場所に配置することがで
きる。
【００１５】
　遠位端１３０は、列状に配置される非接触型電極１２４を含むことができ、非接触電極
は、患者１０５の心腔の壁から遠距離場電気信号を同時に受信して測定するのに使用され
得る。電極（複数可）１２２及び非接触電極１２４は、心臓の電気特性に関する情報を、
処理のために処理装置（複数可）１０２に提供する。
【００１６】
　カテーテル（複数可）１２０は、電荷結合素子（ＣＣＤ）画像センサなどの１つ又は２
つ以上の画像センサ（複数可）１２５、及び／又は体腔に挿入された際に内視鏡画像を捕
捉するためのカメラを装備し得る。画像センサ（複数可）１２５は、遠位端１３０に位置
決めされ得る。
【００１７】
　遠位端１３０は、カテーテル２２０の遠位先端１２８に位置決めセンサ（複数可）１２
６（場所センサとも呼ばれる）を含み得、このセンサは、身体内のカテーテル１２０の位
置及び向き（かつ／又は距離）を決定するのに使用される信号を生成し得る。一実施例で
は、遠位先端部１２８の位置決め情報を容易に正確にするため、位置決めセンサ（複数可
）１２６、電極（複数可）１２２、及び遠位先端部１２８の相対的な位置及び向きは固定
され、既知のものとなる。例えば、位置決めセンサ（複数可）１２６の位置は、心臓の外
部の既知の位置に対する相対的位置に、部分的に基づいて（例えば、心臓外センサ１１４
に基づいて）決定され得る。カテーテル１２０の位置情報が患者２０５の解剖学的構造に
関連しているため、位置決めセンサ（複数可）１２６の使用により、周辺空間の磁場内の
場所特定の正確さの改善がもたらされ得、患者の動きにも適応可能な場所情報が提供され
得る。
【００１８】
　カテーテル１２０のハンドル１３２は、医師によって操作されることができ、医師が遠
位先端１２８を所望の方向に効果的に誘導するのを可能にする制御装置１３４を含み得る
。
【００１９】
　電極１２２、１２４、及びセンサ１２３、１２５、１２６は、位置情報、電気情報、画
像情報、及び／又は温度情報などの情報をコンソールシステム１０１に提供するために、
ハンドル１３２及びケーブル１４０を通過し得るワイヤを介して、処理装置（複数可）１
０２に接続されてもよく、コンソールシステム１０１は、心臓内のカテーテル１２０をリ
アルタイムで操作し、その機能を表示するために使用され得る。
【００２０】
　更に図１を参照すると、コンソールシステム１０１内において、処理装置（複数可）１
０２（例えば、プロセッサ（複数可））は、例えば、コンピュータ内に収容され得る１つ
又は２つ以上の信号処理回路を含み得る。処理装置（複数可）１０２は、心臓マッピング
及びアブレーションシステム１００の機能を実行するため、ハードウェアに実装され、か
つ／又はソフトウェア内にプログラミングされ得る。このソフトウェアは、例えば、ネッ
トワークを介して電子形態で処理装置（複数可）１０２にダウンロードされてもよく、か
つ／又は磁気若しくは光学媒体若しくは他の不揮発性メモリなどの有形媒体に提供されて
もよい。例えば、ソフトウェアモジュールを処理装置（複数可）１０２にダウンロードし
、インストールすることによって、心臓マッピング及びアブレーションシステム１００の
心臓可視化及び診断能力の拡張を実現し得る。一例では、処理装置（複数可）１０２は、
汎用コンピュータを含み得る。
【００２１】
　処理装置（複数可）１０２は、センサ１２３、１２５、及び１２６、並びに電極１２２



(8) JP 2019-93144 A 2019.6.20

10

20

30

40

50

及び１２４によって生成された信号を含む、カテーテル１２０からの（情報又はデータを
伝達する）信号を受信、増幅、フィルタリング、及び／又はデジタル化することができる
。信号は処理装置（複数可）１０２によって受信され、処理装置（複数可）は受信した信
号を用いて、カテーテル１２０の位置及び向き、カテーテル１２０の温度、並びに心腔内
組織の電気特性及び／又は温度などのデータを計算する。一例では、すでに増幅、フィル
タリング、及び／又はデジタル化された信号を処理装置（複数可）１０２が受信するよう
に、適切な回路機構がカテーテル１２０に関連付けられ得る。
【００２２】
　処理装置（複数可）１０２は、また、情報又は命令を含む信号を生成し、心臓マッピン
グ及びアブレーションシステム１００内の他の要素にそれらの信号を送信するのに使用さ
れ得る。例えば、処理装置（複数可）１０２は、視覚表示装置１１６上に対話型イベント
タイムラインを表示するためのデータ及び命令を生成し、送信することができる。別の例
では、処理装置（複数可）１０２は、ローカル記憶装置１０８との間で情報を送受信する
ことができる。別の例では、処理装置（複数可）１０２は、カテーテル（複数可）１２０
に信号を送信して、エネルギー源１１９によって提供されるＲＦエネルギーをアブレーシ
ョン対象に印加することができる。
【００２３】
　上で説明したように、処理装置（複数可）１０２は、処理装置（複数可）２０２内の別
個の装置として（例えば、説明上又は物理的に）表現され得る、特定の機能を実装し得る
。例えば、処理装置（複数可）２０２は、カテーテル１２０内のセンサからの信号を受信
するように構成され得るデコーダ装置１０４（例えば、ハードウェアに処理回路として及
び／又はソフトウェアにソフトウェアモジュールとして実装される）を含むことができ、
かつ、信号を使用して、カテーテル遠位先端１２８に関する位置、向き、距離、温度及び
／又は心電図（ＥＣＧ）の値を算出することができる。
【００２４】
　別の実施例では、処理装置（複数可）１０２は、心臓マッピング及びアブレーションシ
ステム１００内の他の装置に命令を送信するためのコントローラ装置１０７を含むことが
できる。例えば、コントローラ装置１０７は、アブレーション用のＲＦエネルギーをカテ
ーテル（複数可）１２０に提供するよう、エネルギー源１１９に命令を送信することがで
き、ＲＦエネルギーをアブレーション対象（例えば、経路に沿った１つ又は２つ以上の場
所）に印加するよう、カテーテル（複数可）１２０に命令を送信することができる。
【００２５】
　別の例では、処理装置（複数可）１０２は、イベントビューア装置１０６（例えば、処
理回路としてハードウェア内に実装、及び／又は、ソフトウェアモジュールとしてソフト
ウェアに実装）を含んでよく、これは例えば、イベントデータ、信号指標、画像データ、
並びに、センサ１２３、１２５、１２６、及び電極１２２、１２４により生成されたその
他のデータ、情報、及び信号を収集するよう構成され得る。例えば、イベントデータは、
限定するものではないが、タグ、ユーザにより生成された点、アブレーションイベント、
及び他の同様のイベントを含み得る。イベントビューア装置１０６は、収集されたイベン
トデータ及び信号指標を使用して、収集されたイベントデータ及び信号指標の複数の視覚
的表現を生成することができ、この各視覚的表現は、他の視覚的表現に関連付けられる。
図３は、対話型イベントタイムラインビューア３０５、イベントリストビューア３１０、
及び選択されたイベントビューア３１５を含む、３つの視覚的表現を有するイベントビュ
ーア３００の概略図である。イベントビューア３００は、例えば、視覚表示装置１１６上
に表示させることができる。図３に関する更なる詳細が本明細書に記述されている。
【００２６】
　処理ユニット１０４、１０６、及び１０７は、例であり、処理装置（複数可）１０２に
実装され得る、可能な機能のすべてを含んでいるわけではない。他の機能及び／又は処理
ユニットが処理装置（複数可）１０２に含まれ得るが、図示されていない。
【００２７】
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　視覚表示装置１１６は、処理装置（複数可）１０２で実行された情報処理に基づいて、
イベントデータ、信号指標、画像データ、情報及び信号、視覚的表現、並びに／又は心臓
のマップを表示し、かつ、心臓内のカテーテル１２０の正確な場所及び向きを示すために
、使用することができる。例えば、マップは、解剖学的マップ、心臓電気活動マップ、心
臓電気伝播マップ、心臓電位マップ、インピーダンスマップ、心室腔形状、及びＥＣＧ断
片化マップとして、選択されたイベントビューア３１５に表示され得る。心臓の表現／マ
ップ及びカテーテル（複数可）に加えて、視野にある他の物体、及び／又は、マッピング
、診断、及び治療処置に関連する情報（例えば、ラベル、診断など）も、視覚表示装置１
１６の対話型イベントタイムラインビューア３０５及びイベントリストビューア３１０に
表示され得る。対話型イベントタイムラインビューア３０５により、操作者、医師又はユ
ーザ（「ユーザ」と総称）が、捕捉されたイベント間の時間的関係を見ることが可能にな
る。ユーザは、例えば、本明細書に記述されるように、同時イベント、持続期間の長いイ
ベント対短いイベント、連続イベント、及び特定のイベントタイプを見ることができる。
【００２８】
　ユーザインタフェース（複数可）１１８は、心臓マッピング及びアブレーションシステ
ム１００と相互作用し、それを制御するために、１人又は２人以上のユーザ又は操作者に
よって使用され得る。ユーザインタフェース（複数可）１１８は、限定するものではない
が、以下の装置を含むことができる：キーボード、タッチセンシティブディスプレイ、及
び／又はマウス。ユーザインタフェース（複数可）１１８により、操作者は視覚情報にア
クセスしてそれを操作することができ、かつ、操作者は、視野を変更する、並びに、個々
の患者に対する治療方針を追跡するために変性部にタグ及び／又はラベル付けすることが
できる。例えば、ユーザインタフェース（複数可）１１８によってユーザは、本明細書に
記載のように、対話型イベントタイムラインビューア３０５、イベントリストビューア３
１０、及び選択されたイベントビューア３１５を操作することができるようになる。
【００２９】
　心臓マッピング及びアブレーションシステム１００のユーザとしては、限定されるもの
ではないが、例えば、カテーテルを制御し、診断を収集して解釈し、アブレーション処置
を実行し得る医師（例えば、電気生理学者）と、処置中に医師のアシスタントとして働く
、臨床アプリケーションスペシャリスト（ＣＡＳ）と、が挙げられ得る。
【００３０】
　心臓マッピング及びアブレーションシステム（例えば、図１の心臓マッピング及びアブ
レーションシステム１００）の動作中に、医療処置中に使用される電極及びセンサからの
イベントデータ及び信号を含む膨大な量のデータが捕捉される。ユーザ（医師など）は、
医療処置における特定の関心時間に焦点を合わせ、更に、その関心時間の前後で何が起き
ているかを分析することが可能でなければならない。特に、ユーザは、収集されたイベン
トデータから、複数のイベント間の時間的関係を容易に一目で識別することが可能でなけ
ればならず、この時間的関係には、どのイベントが同時に起こった可能性があるか、また
、他のイベントと比較したイベントの持続時間、及びイベント間の時間差が挙げられるが
、これらに限定されない。
【００３１】
　本明細書に記述されるのは、対話型イベントタイムラインを提供するためのシステム及
び方法であって、これによりユーザは、例えば、時間、ＥＣＧ前後関係、及びイベントタ
イプに関する重要なイベントを強調表示することが可能になる。ユーザは、重要な関心点
へ容易かつ迅速にナビゲートし、理解し、マークを付け、遡及的にこれを画定することが
でき、これによって精度を高め、患者の転帰を向上させることができる。
【００３２】
　前述のように、図３は、対話型イベントタイムラインビューア３０５、イベントリスト
ビューア３１０、及び選択されたイベントビューア３１５を備えた、イベントビューア３
００を示す。イベントビューア３００は、例えば、視覚表示装置１１６上に表示させるこ
とができる。図４は、対話型イベントタイムラインビューア４０５、イベントリストビュ
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ーア４１０、及び選択されたイベントビューア４１５を備えた、例示的なイベントビュー
ア４００の図を示す。図５は、対話型イベントタイムラインビューア５０５及び選択され
たイベントビューア５１５を備えた、例示的なイベントビューア５００の図を示す。
【００３３】
　対話型イベントタイムラインビューア３０５、イベントリストビューア３１０、及び選
択されたイベントビューア３１５はそれぞれ、互いに関連付けられている。すなわち、対
話型イベントタイムラインビューア３０５、イベントリストビューア３１０、及び選択さ
れたイベントビューア３１５のうち任意の１つにおいて選択を行うことによって、対話型
イベントタイムラインビューア３０５、イベントリストビューア３１０、及び選択された
イベントビューア３１５のうち他のものにおいて、対応する選択がもたらされ得る。これ
は、例えばユーザインタフェース１１８を用いて行うことができる。各ビューアは、少な
くとも選択された時間、又は選択されたイベントの時間を示す。
【００３４】
　対話型イベントタイムラインビューア３０５は、例えば、イベントビューア装置１０６
によって捕捉されたイベントデータに基づき、かつこれから生成される、処置タイムライ
ン（複数可）を表示するよう構成される。具体的には、対話型イベントタイムラインビュ
ーア３０５は、タグ、ユーザにより生成された点、アブレーションイベント（開始時点及
び終了時点を含む）、ペーシングイベント（開始時点及び終了時点を含む）、連続イベン
ト、離散イベント、及び他のイベントタイプを描画することができる。イベントは、複数
の色及び／又はアイコンを使用して、重複して表示されてもよい。例えば、対話型イベン
トタイムラインビューア４０５は、連続処置タイムライン４２０及びユーザ点４２５を描
画する。別の例では、対話型イベントタイムラインビューア５０５は、連続処置タイムラ
イン５２０、ユーザ点５２５、タグ５３０、及びアブレーションイベント５３５を描画す
る。
【００３５】
　ユーザは、対話型イベントタイムラインビューア３０５において、表示されているタイ
ムライン（複数可）上の時間を選択して、又は、任意の示されたイベント（複数可）を選
択して、特定の時間にズームインし、その時間にどのようなイベントが起きているか、ま
たその時点若しくはそのイベント中のＥＣＧ信号が何であるかを見ることができる。次に
、イベントリストビューア３１０と、選択されたイベントビューア３１５において、対応
するイベントが強調表示される。例えば、図４に示すように、対話型イベントタイムライ
ンビューア４０５において選択された点４２５に関連して点４５０が強調表示され、選択
されたイベントビューア４１５に、ＥＣＧの集合が表示される。次いで、ユーザは、選択
された時間又はイベントに、更なる確認又は後で確認するために、注釈付けを行うことが
できる。一実施形態において、ユーザは、表示されたタイムライン（複数可）上の関心時
間を中心として時間範囲を選択することができ、これにより、関心時間の前後に何が起き
ているかを見ることができる。時間範囲の選択によって、その選択された時間範囲中に捕
捉されたすべてのイベントを強調表示させることができる。
【００３６】
　表示されたタイムライン（複数可）の時間尺度は、ズームのレベルに応じて変化し得る
。一実施形態において、特定のイベントタイプの表示は、使用されているズーム率又は時
間尺度に依存し得る。
【００３７】
　一実施形態において、ユーザは、表示されたタイムライン（複数可）に沿ってスクロー
ルすることができる。表示されたタイムライン（複数可）に沿ってスクロールすることに
よって、選択されたイベントビューア３１５において対応する移動を引き起こすことがで
きる。すなわち、ユーザがタイムラインに沿ってスクロールすると、例えばＥＣＧ信号の
強調表示又はマークされた部分が、同調して移動する。同様に、タイムラインに沿ってス
クロールすると、イベントリストビューア３１０上で強調表示されているイベントも、こ
れに伴って変更される。
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【００３８】
　イベントリストビューア３１０は、処置中に起こったイベントの垂直リストを表示する
よう構成されている。例えば、イベントリストビューア４１０は、ユーザ点４４０、超音
波輪郭４４２、ペーシングセッション４４４、アブレーションイベント、キャリパ４４６
、静止画像４４８、及びその他のイベントを示す。ユーザは、リストされたイベントを選
択することができ、これによって、対話型イベントタイムラインビューア３０５と、選択
されたイベントビューア３１５とに、対応するデータ又は情報を表示させる。
【００３９】
　選択されたイベントビューア３１５は、対話型イベントタイムラインビューア３０５又
はイベントリストビューア３１０における時間又はイベントの選択に応答して、ＥＣＧ、
３Ｄ心臓マップ、及び他の電極又はセンサ信号データを表示するよう構成されている。
【００４０】
　対話型イベントタイムラインビューア３０５と、イベントリストビューア３１０と、選
択されたイベントビューア３１５との間の物理的関係は、領域セパレータ（複数可）（例
えば、領域セパレータ１及び領域セパレータ２）を選択して動かすことにより、制御する
ことができる。すなわち、対話型イベントタイムラインビューア３０５、イベントリスト
ビューア３１０、及び選択されたイベントビューア３１５それぞれの表示領域は、調節可
能である。一実施形態において、ビューアコントローラが提供され、該ビューアコントロ
ーラは、対話型イベントタイムラインビューア３０５、イベントリストビューア３１０、
及び選択されたイベントビューア３１５のうち任意の１つを展開又は折り畳むことができ
る。例えば、図５は、イベントリストビューアが折り畳まれたイベントビューア５００を
示す。ビューアコントローラは、ボタン、アイコン、プルダウンメニュー、及び同等物で
あってよいが、これらに限定されない。
【００４１】
　図６は、特定の実施形態による、対話型イベントタイムラインを用いるためのフローチ
ャート６００である。処置が実行され、その処置からのイベントデータと信号が捕捉され
る（６０５）。捕捉されたイベント及びデータと信号情報を使用して、対話型イベントタ
イムラインとイベントリストが生成される（６１０）。対話型イベントタイムラインは、
処置中に捕捉されたイベント間の時間的関係を示す。ユーザは、このイベントタイムライ
ン上で時間点、時間間隔又はイベントを選択することができ、あるいは、対話型イベント
タイムラインに沿ってスクロールし、タイムライン上においての、及び信号情報との前後
関係においての、その発生に関連する特定のイベントを強調表示させることができる（６
１５）。ユーザは、重要な関心点へナビゲートし、理解し、マークを付け、遡及的にこれ
を画定することができ、これによって精度を高め、患者の転帰を向上させることができる
（６２０）。
【００４２】
　一般に、対話型イベントタイムライン処理のための方法は、医療処置中に、イベントデ
ータ及び信号情報を捕捉することと、その捕捉されたイベントデータから、少なくとも対
話型イベントタイムラインを生成することであって、この対話型イベントタイムラインは
、捕捉されたイベントデータ間の時間的関係を提供し、この対話型イベントタイムライン
は、イベントリスト及びイベントビューに関連付けられている、ことと、対話型イベント
タイムラインにおいて、関心時間又はイベントのうち少なくとも１つを選択することであ
って、これによって、対話型イベントタイムライン上においての、及び選択された関心時
間又はイベントに関連する信号情報との前後関係においての、発生に関連する特定のイベ
ントを強調表示させる、ことと、選択された関心時間又はイベントに注釈を付けることと
、を含む。一実施形態において、対話型イベントタイムライン、イベントリスト、及びイ
ベントビューは、選択された関心時間又はイベントと、選択された関心時間又はイベント
に関連する信号情報とを、ほぼ同時に描画する。一実施形態において、この対話型イベン
トタイムラインは、少なくとも同時イベント、長い持続時間のイベント、短い持続時間の
イベント、連続イベント、及び特定のイベントタイプを描画する。一実施形態において、
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この関心時間は、時間間隔である。一実施形態において、選択された時間間隔は、選択さ
れた時間間隔において発生したすべてのイベントを捕捉して表示する。一実施形態におい
て、この方法は、イベントビューア上に表示された信号情報からある信号を選択すると、
対話型イベントタイムライン上に時間的指標を提供することを更に含む。一実施形態にお
いて、この方法は、対話型イベントタイムラインの時間分解能を変更することによって、
医療処置に対する異なる時間範囲を提供することを更に含む。一実施形態において、この
方法は、対話型イベントタイムラインの時間分解能を変更することによって、選択された
関心時間又はイベントに対する異なる時間範囲を提供することを更に含む。一実施形態に
おいて、捕捉されたデータは、少なくともタグ、ユーザにより生成された点、ペーシング
イベント、及びアブレーションイベントを含む。
【００４３】
　一般に、対話型イベントタイムライン処理のためのシステムは、少なくとも複数のセン
サ及び電極を含むカテーテルを含み、このカテーテルは、医療処置中に信号情報を捕捉す
るように構成されている。このシステムは更に、医療処置中にイベントデータを捕捉し、
かつ捕捉された信号情報を受信するように構成された、イベントビューア装置を含む。こ
のイベントビューア装置は、捕捉されたイベントデータから、少なくとも対話型イベント
タイムラインを生成するよう構成され、この対話型イベントタイムラインは、捕捉された
イベントデータ間の時間的関係を提供する。このシステムは、イベントビューア装置に接
続されたディスプレイを更に含む。このディスプレイは、少なくとも対話型イベントタイ
ムラインを表示するように構成されている。このシステムは、ディスプレイに接続された
ユーザインタフェースを更に含む。このユーザインタフェースは、対話型イベントタイム
ラインにおいて、関心時間又はイベントのうち少なくとも１つを選択するよう構成され、
これによって、対話型イベントタイムライン上においての、及び選択された関心時間又は
イベントに関連する信号情報との前後関係においての、発生に関連する特定のイベントを
強調表示させ、更にこのユーザインタフェースは、選択された関心時間又はイベントに注
釈を付けるよう構成されている。一実施形態において、このディスプレイは更に、イベン
トリスト及びイベントビューを表示するよう構成され、対話型イベントタイムライン、イ
ベントリスト、及びイベントビューアは、選択された関心時間又はイベントと、選択され
た関心時間又はイベントに関連する信号情報とを、ほぼ同時に描画する。一実施形態にお
いて、この対話型イベントタイムラインは、少なくとも同時イベント、長い持続時間のイ
ベント、短い持続時間のイベント、連続イベント、及び特定のイベントタイプを描画する
。一実施形態において、この関心時間は、時間間隔である。一実施形態において、選択さ
れた時間間隔は、選択された時間間隔において発生したすべてのイベントを捕捉して表示
する。一実施形態において、イベントビューア上に表示された信号情報からある信号を選
択すると、対話型イベントタイムライン上に時間的指標が描画される。一実施形態におい
て、対話型イベントタイムラインの時間分解能を変更することによって、医療処置に対す
る異なる時間範囲が提供される。一実施形態において、対話型イベントタイムラインの時
間分解能を変更することによって、選択された関心時間又はイベントに対する異なる時間
範囲が提供される。
【００４４】
　一般に、対話型イベントタイムライン処理のためのシステムは、医療処置中に信号情報
を捕捉するよう構成されたカテーテルと、医療処置中にイベントデータを捕捉し、かつ捕
捉された信号情報を受信するように構成されたイベントビューア装置とを含む。このイベ
ントビューア装置は、捕捉されたイベントデータから、少なくとも対話型イベントタイム
ラインを生成するよう構成され、この対話型イベントタイムラインは、捕捉されたイベン
トデータ間の時間的関係を提供する。このシステムは、対話型イベントタイムラインを受
信し表示するよう構成された、対話型イベントタイムラインビューアと、対話型イベント
タイムラインビューアに接続されたユーザインタフェースとを更に含む。このユーザイン
タフェースは、対話型イベントタイムラインにおいて、関心時間又はイベントのうち少な
くとも１つを選択するよう構成され、これによって、対話型イベントタイムライン上にお
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いての、及び選択された関心時間に関連する信号情報との前後関係においての、発生に関
連する特定のイベントを強調表示させる。このシステムは、イベントのリストを受信して
表示させるよう構成されたイベントリストビューアと、選択された関心時間又はイベント
に関連する信号情報を表示するよう構成されたイベントビューアとを更に含み、対話型イ
ベントタイムラインビューア、イベントリストビューア、及びイベントビューアのそれぞ
れは、互いに関連付けられており、このユーザインタフェースは、選択された関心時間又
はイベントに注釈を付けるよう構成されている。一実施形態において、この対話型イベン
トタイムラインは、少なくとも同時イベント、長い持続時間のイベント、短い持続時間の
イベント、連続イベント、及び特定のイベントタイプを描画する。一実施形態において、
対話型イベントタイムラインの時間分解能を変更することによって、少なくとも１つの医
療処置に対する、又は選択された関心時間又はイベントに対する、異なる時間範囲が提供
される。
【００４５】
　本開示は、心臓系の心臓マッピング及びアブレーション処置に関して本明細書において
述べているが、当業者であれば、呼吸器／肺系統、呼吸器系及び肺系、消化器系、神経血
管系、並びに／又は循環系などであるが、これらに限定されない、任意の体腔又は体組織
において使用することができるシステム及び処置に本開示を適用することができることを
理解する。
【００４６】
　本明細書に記載の実施形態及び処置は、ハードウェア及び／又はソフトウェアに実装さ
れ得る。アブレーションを実行するためのコンピュータシステムは、本明細書に記載の処
置を含む、付加的な機能を導入するソフトウェアモジュールを実行することができ得る。
本明細書に記載の処置は、高度な心臓可視化と、心臓リズム障害を診断し、治療する医師
の能力を強化するための診断能力を有効にし得る。本明細書に開示される処置は、心臓系
のアブレーション処置に関して述べられているが、本明細書に開示されるシステム及び処
置は、身体の他の部分における治療及び診断手順にも同様に使用され得る。
【００４７】
〔実施の態様〕
（１）　対話型イベントタイムライン処理のための方法であって、
　医療処置中に、イベントデータ及び信号情報を捕捉することと、
　該捕捉されたイベントデータから、少なくとも対話型イベントタイムラインを生成する
ことであって、該対話型イベントタイムラインは、該捕捉されたイベントデータ間の時間
的関係を提供し、該対話型イベントタイムラインは、イベントリスト及びイベントビュー
に関連付けられている、ことと、
　該対話型イベントタイムラインにおいて、関心時間又はイベントのうち少なくとも１つ
を選択することであって、これによって、該対話型イベントタイムライン上においての、
及び該選択された関心時間又はイベントに関連する該信号情報との前後関係においての、
発生に関連する特定のイベントを強調表示させる、ことと、
　該選択された関心時間又はイベントに注釈を付けることと、
　を含む、方法。
（２）　前記対話型イベントタイムライン、前記イベントリスト、及び前記イベントビュ
ーが、前記選択された関心時間又はイベントと、該選択された関心時間又はイベントに関
連する前記信号情報とを、ほぼ同時に描画する、実施態様１に記載の方法。
（３）　前記対話型イベントタイムラインが、少なくとも同時イベント、長い持続時間の
イベント、短い持続時間のイベント、連続イベント、及び特定のイベントタイプを描画す
る、実施態様２に記載の方法。
（４）　前記関心時間が時間間隔である、実施態様１に記載の方法。
（５）　選択された時間間隔が、該選択された時間間隔において発生したすべてのイベン
トを捕捉して表示する、実施態様１に記載の方法。
【００４８】
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（６）　前記イベントビューア上に表示された前記信号情報からある信号を選択すると、
前記対話型イベントタイムライン上に時間的指標を提供することを更に含む、実施態様１
に記載の方法。
（７）　前記対話型イベントタイムラインの時間分解能を変更することによって、前記医
療処置に対する異なる時間範囲を提供することを更に含む、実施態様１に記載の方法。
（８）　前記対話型イベントタイムラインの時間分解能を変更することによって、前記選
択された関心時間又はイベントに対する異なる時間範囲を提供することを更に含む、実施
態様１に記載の方法。
（９）　前記捕捉されたデータが、少なくともタグ、ユーザにより生成された点、ペーシ
ングイベント、及びアブレーションイベントを含む、実施態様１に記載の方法。
（１０）　対話型イベントタイムライン処理のためのシステムであって、
　少なくとも複数のセンサ及び電極を含むカテーテルであって、該カテーテルは、医療処
置中に信号情報を捕捉するように構成されている、カテーテルと、
　該医療処置中にイベントデータを捕捉し、かつ該捕捉された信号情報を受信するように
構成された、イベントビューア装置であって、
　該イベントビューア装置は、該捕捉されたイベントデータから、少なくとも対話型イベ
ントタイムラインを生成するよう構成され、該対話型イベントタイムラインは、該捕捉さ
れたイベントデータ間の時間的関係を提供する、イベントビューア装置と、
　該イベントビューア装置に接続されたディスプレイであって、該ディスプレイは、少な
くとも該対話型イベントタイムラインを表示するように構成されている、ディスプレイと
、
　該ディスプレイに接続されたユーザインタフェースであって、該ユーザインタフェース
は、該対話型イベントタイムラインにおいて、関心時間又はイベントのうち少なくとも１
つを選択するよう構成され、これによって、該対話型イベントタイムライン上においての
、及び該選択された関心時間又はイベントに関連する該信号情報との前後関係においての
、発生に関連する特定のイベントを強調表示させる、ユーザインタフェースであって、
　該ユーザインタフェースは、該選択された関心時間又はイベントに注釈を付けるよう構
成されている、ユーザインタフェースと、
　を含む、システム。
【００４９】
（１１）　前記ディスプレイが更に、イベントリスト及びイベントビューを表示するよう
構成され、該対話型イベントタイムライン、該イベントリスト、及び該イベントビューア
は、前記選択された関心時間又はイベントと、該選択された関心時間又はイベントに関連
する前記信号情報とを、ほぼ同時に描画する、実施態様１０に記載のシステム。
（１２）　前記対話型イベントタイムラインが、少なくとも同時イベント、長い持続時間
のイベント、短い持続時間のイベント、連続イベント、及び特定のイベントタイプを描画
する、実施態様１１に記載のシステム。
（１３）　前記関心時間が時間間隔である、実施態様１０に記載のシステム。
（１４）　選択された時間間隔が、該選択された時間間隔において発生したすべてのイベ
ントを捕捉して表示する、実施態様１０に記載のシステム。
（１５）　前記イベントビューア上に表示された前記信号情報からある信号を選択すると
、前記対話型イベントタイムライン上に時間的指標が描画される、実施態様１０に記載の
システム。
【００５０】
（１６）　前記対話型イベントタイムラインの時間分解能を変更することによって、前記
医療処置に対する異なる時間範囲が提供される、実施態様１０に記載のシステム。
（１７）　前記対話型イベントタイムラインの時間分解能を変更することによって、前記
選択された関心時間又はイベントに対する異なる時間範囲が提供される、実施態様１０に
記載のシステム。
（１８）　対話型イベントタイムライン処理のためのシステムであって、
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　医療処置中に信号情報を捕捉するよう構成されたカテーテルと、
　該医療処置中にイベントデータを捕捉し、かつ該捕捉された信号情報を受信するように
構成された、イベントビューア装置であって、
　該イベントビューア装置は、該捕捉されたイベントデータから、少なくとも対話型イベ
ントタイムラインを生成するよう構成され、該対話型イベントタイムラインは、該捕捉さ
れたイベントデータ間の時間的関係を提供する、イベントビューア装置と、
　該対話型イベントタイムラインを受信し表示するよう構成された、対話型イベントタイ
ムラインビューアと、
　該対話型イベントタイムラインビューアに接続されたユーザインタフェースであって、
該ユーザインタフェースは、該対話型イベントタイムラインにおいて、関心時間又はイベ
ントのうち少なくとも１つを選択するよう構成され、これによって、該対話型イベントタ
イムライン上においての、及び該選択された関心時間又はイベントに関連する該信号情報
との前後関係においての、発生に関連する特定のイベントを強調表示させる、ユーザイン
タフェースと、
　イベントのリストを受信し表示するよう構成された、イベントリストビューアと、
　該選択された関心時間又はイベントに関連する該信号情報を表示するよう構成されたイ
ベントビューアと、
　を含み、該対話型イベントタイムラインビューア、該イベントリストビューア、及び該
イベントビューアのそれぞれが、互いに関連付けられており、
　該ユーザインタフェースは、該選択された関心時間又はイベントに注釈を付けるよう構
成されている、システム。
（１９）　前記対話型イベントタイムラインが、少なくとも同時イベント、長い持続時間
のイベント、短い持続時間のイベント、連続イベント、及び特定のイベントタイプを描画
する、実施態様１８に記載のシステム。
（２０）　前記対話型イベントタイムラインの時間分解能を変更することによって、少な
くとも１つの前記医療処置に対する、又は前記選択された関心時間又はイベントに対する
、異なる時間範囲が提供される、実施態様１８に記載のシステム。
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